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1 日 の 終わ り に は 、 マ ァ ム は 寝室 で 本 を 読ん で いる こと が 多かっ 
た 。 

この 日 も 、 マ ァ ム は 、 ベ ッ ド の 上 に 座っ て 、 膝 の 上 に 本 を 広げ て 
いた 。 ヒュ ン ケ ル も また 、 寝 室 の 端 に 置か れ た 椅子 に 腰かけ 、 読 
か け の ロモ ス 史 の ペー ジ を めく っ て いた 。 

ふと 、 マ アァ アム が 、 乱 暴 に 、 腕 で 自分 の 目元 を ぬ ぐ っ た 。 

見 る と 、 彼女 の 目元 が 少し 赤く な っ て いた 。 

マ ア ァ アム は 、 照 れ た よう な 笑顔 を 彼 に 向け る と 、 困 っ た よう に 眉 を 
下げ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 マ ァ ム に 尋ね た 。 

「 球 し い 話 を 読ん で いた の か ? 」 

する と 、 マ ァ ム は 首 を 横 に 振っ た 。 意 外 な 吉 葉 を 口 に し た 。 
つう 。 

・・・ 幸 せな 話 よ 。 」 
づら 」 

「 で も ・・・ そ つう ね 、 確 か に 私 に は 不 し か っ た ・・・。」 

そつ 吉 っ て 、 マ アァ ム は 寂し そう に 笑っ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 尋 ね た 。 

「 どん な 話 だ っ た ん だ ? 」 

する と 、 マ ァ アム は 、 ゆ っ くり と 、 語 り 始 め た 。 

少し ずつ 、 マ ァ ム の 吉 葉 が 染み わた る よう に 広がっ て いっ た 。 そ 
れ は 、 彼 女 自 身 が 物語 り を 紡い で いる よう で も あっ た 。 

「 あの ね 、 時 間 を 過去 に さか の ぼる の 。 

主人 公 が ね 、 亡 く な っ た お ば あちゃ ん に 会 い に 行 く お 庄 。 

お ば あちゃ ん は 、 主 人 公 が 子ども の ころ に 亡くな っ て いて ね 、 で 
も 、 そ の 人 は 、 お ば あちゃ ん が 大 好き で ・・・ 大 人 に な っ た 姿 を お 
ば あちゃ ん に 見 せ に 行く の よ 。 

お ば あちゃ ん は 、 そ の 人 が 子ども の ころ の 姿 し か 知ら な い の に 、 
すぐ に 分 か っ て くれ て 、『 大 きく な っ た ね 。』 っ て 吉 っ て くれ る の 。 

だ か ら 、 幸 せな 話 な の に ・・・ 私 に は 、 甘 し か っ た の 。 」 


ヒュ ン ケ ル は 黙っ て 、 マ ァ ム の 言葉 を 聞い て いた 。 マ ァ ム が な 
ぜ 、 そ の 過去 に さか の ぼる 話 に 款 し み を 覚え た の か 、 ヒ ュ ン ケル に 
も 察し が つい て いた 。 

「・・・ 私 ね 、 ヒ ュ ン ケル 、 子 ども の 頃 か ら 、 小 さい 頃 に 戻れ た 
ら っ て 思っ た こと 、 何 度 も あっ た わ 。 

・ 父 さん に 、 会 いた か っ た の 。 

会 っ て 、 話 を し た いっ て 何 度 も 思っ た の 。 

私 は 元気 よ 、 大 きく な っ た で し ょ う ? っ て 、 父 さん に 今 の 私 を 見 
せ た か っ た の 。 

何 度 も 、 そ う 吉 いた いっ て 、 何 度 も 、 父 さん に 会 いた いっ 
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で も 、 も ちろ ん 、 叶わ な か っ た 。 

だ か ら 、 こ うい うお 話 を 見 る と 、 い いな 、 私 も 同じ 事 が 出来 た 
ら つ て 思っ ちゃ つの 。 」 

マ ァ ム は 、 視 線 を 上 げ る と 苦笑 し た 。 

「 私 らし く な いわ ね 。 」 

だ が 、 ヒュ ン ケ ル は 、 首 を 横 に 振っ た 。 

「 そ ん な こと は な い )。 

それ だ け 、 お 前 が ロカ さん を 大 事 に 思っ て いる と いつ こと な ん だ 
ろ つ 。 」 

「 あり が と う 、 ヒ ュ ン ケル 。 」 

知 し び よ う な ヒュ ン ケ ル の 吉 葉 に 、 マ ァ ム は 安 ら い だ 。 

マ ァ ム は 、 絵 本 に 視線 を 落と し た 。 そ し て 、 そ の 本 の 面 を 右手 で 
撫で な が ら 、 ぼ つり ぼ つ り と つぶ や いた 。 そ の 目 に は 、 涙 が 溜まっ 
で し ! だ 。 

「・・・ 父 さん が 、 大 好き だ っ た の 。 だ か ら 、 も つう 一 度 会 いた いっ 
て ・ 2 

この と き の マ ァ ム は 、 ひ どく 感傷 的 だ っ た 。 だ か ら 、 配 慮 が 足り 
な か っ た の だ と 、 マ ァ ム は 後に な っ て 思っ た 。 

マ ァ ム は 、 感 情 に 押 流さ れる まま 、 ヒ ュ ン ケル に 尋ね た 。 

「 ヒ ュ ン ケル も 、 私 みた い に 思 うこ と ある ? 

過去 に 戻れ る な ら 、 戻 り た いと 思う ? 

も し 、 過 去 に 戻れ る と し た ら 、 い つ に 戻っ て どう し た い ! ? 」 


そこ まで 喜 つう と 、 マ ァ ム は は っ と 顔色 を 変え た 。 右 手 を 口元 に 当 
て る 。 


「 あ つ ・・・。 」 
彼女 の 前 で は 、 ヒ ュ ン ケル が 、 困 っ た よう な 笑み を 浮か べ て い 
だ 。 


過酷 な 半生 を 送っ て きた ヒュ ン ケ ル に と っ て 、 戻 っ て や り 直 し た 
い 過 去 は 、 無 数 に あっ て も お か し く な か っ た 。 そ れ を 聞く こと 自 
体 、 残 酷 だ と マ ァ ム は 思っ た 。 

マ ア ァ ム は 、 申 し 訳 な さそ うつ に うつ うつ むい た 。 

「・・・ ご めん な さい 、 私 、 無 神経 だ っ た わ 。 」 

だ が 、 ヒ ュ ン ケル は か ぶり を 振っ た 。 

「 そ ん な こと は な い 。 気 に し な く て いい !。 」 

そう し て 、 ベ ッ ド の 緑 に 腰かけ る と 、 マ ァ ム の 頭 を 撫で た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 少 し ずつ 、 吉 葉 を 紡い だ 。 

「 俺 も 、 父 に 会 いた いと 思 つ 。 

一 度 、 父 に 会 えた の な ら 、 話 し た いこ と は た くさ ん ある な 、 
ep 

ヒュ ン ケ ル は 、 そ こ で いっ た ん 言葉 を 区 切っ た 。 

そし て 、 は っ きり と し た 日 調 で 、 答 えた 。 

「 だ が 、 過 去 に 戻り た いと は 思わ な い 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 そ の まま 吉 葉 を つづ けた 。 

「 俺 の 過去 は 、 間 違い だ ら け だ っ た 。 

戻っ て や り 赴 せ た ら 、 と 思っ た こと も あっ た さ 。 

あの と き に 戻れ た ら 、 こ の 結果 を 防げ た の に 、 と 思っ た こと も 
あっ た 。 

だ が 、 い ま に な る と 思う 。 

どん な 過去 も 、 俺 が 背負 っ て いか な けれ ば な ら な いも の だ 。 戻っ 
て や り 衣 し た いと 思う こと 自体 、 俺 が 手 に か けた 人 々 へ の 冒 流 だ と 


な 。 」 

あま り に も 自分 に 上 厳し い 物 吉 い に 、 マ ァ ム は 反射 的 に 首 を 横 に 
振っ た 。 
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だ が 、 ヒ ュ ン ケル は 、 い つ に な く 穏 や か な 笑み を 浮か べ る と 、 


マ ァ ム の 肩 に 腕 を 回 し た 。 そ の まま 、 抱 き 寄 せる 。 

「 心配 する な 、 慈 観 し て いる わけ で は な し いり 。 

それ だ け じ ゃ な いん だ 。 俺 が 過去 に 戻り た いと は 思わ な い の は 、 
それ だ けが 理由 じゃ な い 。 」 

「・・・ じ ゃ あ ?」 

腕 の 中 か ら 自 分 を 見 上 上 げ る マ ァ ム を 、 ヒ ュ ン ケル は 愛 お し そう に 
見 つめ た 。 

「 どん な 経験 も 、 す べ て 、 い ま の 俺 を 形作っ て いる 。 

何一つ 欠け て も 、 い まこ こ に た どり 着 か な いん だ 。 」 

そう し て 、 ヒ ュ ン ケル は 、 マ ァ ム を 見 つめ た まま 、 路 いた 。 

「 マ アァ ム 、 俺 は 、 い ま が 一 番 幸 せ だ 。 

だ か ら 、 ど この 時 点 で あっ て も 、 過 去 に 戻り た いと は 、 思 わな 
い 。」 
まっ すぐ な 彼 の 視線 を 受け 、 マ ァ ム の 瞳 の 中 で 、 先 ほど と は 違う 
涙 が 視界 を 曇ら せ た 。 

マ ァ ム は 、 ヒ ュ ン ケル の 胸元 に 額 を 寄せ 、 彼 の 育 に 腕 を 回 し た 。 
「 ヒ ュ ン ケル ・・・。 

あり が と う 。 』 

ヒュ ン ケ ル も また 、 愛 お し そう に 、 マ ァ ム の 髪 を 撫で 、 咳 いた 。 
「 た だ 、 確 か に 、 父 に は 会 いた いな 。 」 

する と 、 マ アァ ム は 、 ヒ ュ ン ケル の 胸元 に 類 を 寄せ た まま 、 上 目 遣 
い に 彼 を 見 上 げた 。 

「 じゃ あ 、 ヒ ュ ン ケル 。 

も し 、 お 父さん に 言葉 を 伝え る な ら 、 何 を 伝え た い 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 腕 の 中 の 新妻 に 、 穏 や か に 微笑 みか けた 。 

ひと こと 、 か が かみしめ る よう に 、 ゆ っ くり と 詩 葉 を 紡い だ 。 

「 今 、 幸 せ で す 、 と 。 

それ だ け 伝 えら れれ ば 、 十 分 だ 。 」 


